
2018年 ルールブック変更点
57 Q22 ノーアド方式について    ・・・コートの右サイドか左サイドを・・・
60 セルフジャッジの方法２）・ボールとラインの間に空間が見えなかったとき・・３）・はっきりと分かるように・ボール着地後
60 １４）各判定とコールをする権利者は以下の通りとする。

a,「フォールト」「アウト」「グッド」はネットから自分側のプレーヤー・チームのいずれか
b,「ネット」「スルー」「タッチ」「ノットアップ」「ファウルショット」は両プレーヤー・チーム
c,「フットフォールト」はコート内にいるレフェリー（アシスタントレフェリー）ロービングアンパイアのいずれか
１５）オーバールール   「イン」「アウト」のオーバールールは巡回しているレフェリー（アシスタントレフェリー）、
ロービングアンパイアのいずれかが行える。
１６）妨害によるレットのコール
a,コート外からの妨害による「レット」のコールは両プレーヤー・チームができる。
b,対戦相手による無意識の妨害（落とし物１回目を含む）は妨害を受けたプレーヤー・チームのみ「レット」をコールできる。
２回目以降は故意に妨害したとして失点する。
c,対戦相手からの故意の妨害「ヒンダランス」は妨害を受けたプレーヤー・チームからの申し出によりレフェリー（アシスタント
レフェリー）、ロービングアンパイアが判断する。ただし妨害を認知しながら意識的にプレーを続けた場合は妨害とみなされない。
１７)誤ったコールを直ちに訂正した場合
インだったボールを誤って「アウト」とコール（ミスジャッジ）したが直ちに訂正（コレクション）した場合は、１回目は故意ではない
妨害としてポイントレットにする。ただし、ミスジャッジの前に打たれたボールが明らかなウイニングショットまたはエースだった場合
は、ミスジャッジをしたプレーヤー・チームの失点となる。そして２回目以降は故意に妨害したとして失点する。

62 ２、レフェリー、アシスタントレフェリーの仕事
・・と、３～４面に少なくとも１人の・・・しなければならない・・
レフェリーはセルフジャッジの方法を大会会場内に掲示してプレーヤー・チームに周知するように努めなければならない。
セルフジャッジの試合ではトラブルが起こる可能性が考えられるので、試合中のプレーヤー・チームがすぐにレフェリー・アシスタント
レフェリー・ロービングアンパイアを呼ぶことができるよう、コートの外回りをできる限り巡回することが重要な仕事となる。
４）・・担当コートの外周を・・
５）・・競技規則２５，２６参照・・  ６）・・競技規則２４参照・・
１０）・・テニス規則付則Ⅵボールマーク・チェックの手順について参照
１１）・・試合コート内へ入り、タイムバイオレーション及び・・・・コードオブコンダクト参照
１３）・・し、相互に連絡と報告を・・
１４）コール（判定）に関するトラブル（クレーコート以外）の対応は次の通り行う。
a,その事実を見ていなかった場合、コール（判定）した選手に対して、その判定は正確に行ったかどうかを尋ねる。
正確に判定したことが確認された場合はそのコールが成立する。
b,その試合に主審を付けた方が良いと判断した場合は、SCUまたは全てをコールする主審を付けることができる。適切な主審が見つから
ない場合は、レフェリー（アシスタントレフェリー）、ロービングアンパイアのいずれかがコート内に入って、
明らかな間違った判定をオーバールールする。
c,レフェリー（アシスタントレフェリー）、ロービングアンパイアのいずれかがコート外にいて目に余るミスジャッジを目撃した場合は、
コートに入り、故意ではない妨害（１回目）としてポイントレットにする。ただし、ミスジャッジの前に打たれたボールが明らかな
ウイニングショットまたはエースだった場合は、ミスジャッジをしたプレーヤー・チームの失点となる。そして2回目以降は
故意に妨害したとして失点することをプレーヤー・チームに伝える。プレーヤー・チームがわざとミスジャッジをしていると
レフェリーが確信した場合は上記失点に加えてスポーツマンシップに反する行為のコード違反を科すことができる。



62 ３．ロービングアンパイアの仕事
・・レフェリー（アシスタントレフェリー）と・・・コート近くの外周を・・・・問題解決のため・・
・・何らかの対応をした場合は休憩交代時に必ず報告する。主な仕事内容は以下の通りとする。
１）・・・現れない場合は探す。
３）トラブルにつながるような様子や言動がないかプレーヤーを観察する。
４）レフェリーからの指示があれば、試合中のトラブル、ルール問題、事実問題について解決する。
６）雨天、日没、ヒートルールなど試合の中断をレフェリーに報告する。（中断した場合は中断時間、
スコア、サーバー名とその位置を記録し、使用中のボールを保管し、選手の待機場所を支持する）
７）タイムバイオレーションまたはコード違反を科した時は直ちにレフェリーへ連絡する。
８）コート内外のプレー環境状況が試合に悪影響を及ぼしていて対応できない場合はレフェリーに連絡する。
９）レフェリーから指示された方法で試合経過及び試合結果を報告する。

71 第17条・・本戦ドローサイズはシングルスは最低16ドロー・・
76  もしくは、JTAがその資格ありととくに認めたもの
83 18、審判員の任命
73 第24条  ３）ディレクター、レフェリー及びアシスタントレフェリーの業務を行う場合は選手として出場できない。
81 １０、ドローの規模及び試合のフォーマット

３）本戦の試合フォーマットはすべてベストオブ3タイブレークセット（6ゲームオールタイブレーク）
で行わなければならない。2019年以降は予選を含め8ゲームプロセットは認められないが、予選に限り
通常のベストオブ3タイブレークセット（6ゲームスオールタイブレーク）またはショートセット
（4ゲームオールタイブレーク）とファイナルセットマッチタイブレーク方式を採用することも出来る

109 第3部 JTA公式トーナメント競技規則  １、エントリー
・・JTAランキング対象大会のうち、JTAオンラインエントリーシステムを利用してエントリーを受け付ける大会は、公式トーナメント
管理規定 付則１の１５で決められたエントリーうけつけ期間内にオンラインでエントリーを受け付ける。
・・エントリーした選手数が本戦及び予選ドロー出場枠を満たしていない場合は、公式トーナメント
管理規定 付則１の１６で決められた方法を使って出場枠を満たすことができる。
・・予選開催の中止を決定しなければならない。
‥エントリーの締め切り後ダブルスパートナーの変更は認められないが、・・
C)として受け入れられた場合に限り、組替えが認められる。

110 ２、ウィズドロー
・・受け付ける大会はJTT,J1,J2大会管理規定１５で決められたウィズドロー受付期間内にオンライン
のみでウィズドローを受け付ける。それ以降のウィズドローはレイトウィズドローとしてペナルティの対象となる。
１）ウィズドロー締切日時以降で予選ドロー作成前（予選開始前日の14時まで）・・
本戦ドロー作成前（全週月曜から本戦開始日前14時まで）・・
・・大会レフェリーにに直接FAXまたはメールに添付してウィズドロー届を提出しなければならない。
正当な理由がない限りドロー作成前の・・ 
2）予選ドロー及び予選のない本戦ドロー作成後、自分の試合開始前までの・・
大会レフェリーへウィズドロー届を・・またはメールに添付して提出しなければならない。
・・正当な理由がない限りドロー作成後の・・



３、実力評価方式
・・最新ランキング・・  ・・シングルス・ダブルス共に・・
アクセプタンスリストで使用したランキングに基づき上位者から決められる。
１）シングルス・  ランキングがタイの場合は抽選で順位を決定する
２）ダブルス   合計ランキングがタイの場合は上位者のいるペアが優先する。
‥一人だけがランキング保有者の場合はアクセプタンスリストの選考基準の対象とし、ランキング
上位者のいるペアが優先する。ペアの一人だけのランキングがタイの場合の優先順位は抽選
により決定する。ただし、一人だけがランキング保有者のペアはシードの対象外とする。

111 ２）ワイルドカード   ・・予選ドロー作成前に発表とする。
・・予選の敗者は本戦WCにはなれず、本戦WCはその予選に出場できない。主催者が指名したWC数が
規定数に満たない場合はその規定数を満たす数だけダイレクト・アクセプタンスを増やすことができる

117 １４．ドロー作成後の選手のウィズドロー（WCの除く）
１）予選ドロー作成後・・a,予選選手が欠場した場合は欠場した選手の場所に補欠またはBYEが入る。
ｂ、予選シード選手が欠場した場合は次のシード順位の選手がシード選手として空いたシードの場所に入る。8シードある予選緒場合
は9番目の選手がその空きシードの場所に入る。そのために生じた9番目の選手の空き場所に補欠1番の選手、またはBYEが入る。
c,本戦選手が欠場した場合はアクセプタンスリスト予選1番の選手が繰り上がり、そのため予選ドロー
に空いた場所は上記予選シード選手が欠場した場合と同様に行う
２）予選オーダーオブプレー発表後、選手が欠場した場合はシードの有無に関係なく、欠場した予選選手の空き場所は補欠または
BYEが入る。予選開始までに本戦選手が欠場した場合、アクセプタンスリスト予選1番の選手が本戦へ繰り上がり、
その空き場所に補欠またはBYEが入る。予選開始以降の本戦選手の欠場はその空きをラッキールーザーが埋める。
３）予選開始後の本戦ドロー作成後でオーダーオブプレー発表前に本戦選手が欠場した場合は
ラッキールーザーまたはBYEが入る。予選がない場合はBYEが入る。シード選手が欠場した場合は
上記予選シードが欠場した場合と同様に行う。
４）本戦のオーダーオブプレー発表後、欠場した本戦選手の空き場所はシードの有無に関係なく
ラッキールーザーが入る。予選がない場合は補欠またはBYEが入る。

118 １５、ドロー作成後のWCの欠場
121 ２０、オーダーオブプレーと大会日程 ・・試合終了後速やかに会場およびJPINサイトに発表する。
122 ２１、試合結果の報告  大会終了後、レフェリーは全種目の最終試合結果をJPINサイトへ更新する。

２２、ウオームアップ   15分未満、・・以上、‥以上
24、ヒートルール・・・または環境省熱中症予防サイトで大会開催地のWBGTが３１℃以上になった場合は・・

132 ２）ウィズドロー・・・・・レイトウィズドローとして・・
ウィズドローの締め切り以降にウィズドローするプレーヤーは所定のウィズドローと届をFAXまたはメールに添付して大会レフェリーに
提出しなければならない。試合日が重複した場合は先にプレーしたトーナメントを優先し、先の大会から次の大会レフェリーへ
ウィズドローを連絡し、プレーヤーが所定のウィズドロー届を提出しなければならない。
・・とは以下の通りとし、大会終了後に大会報告書に記載する。

133 （注10分以上15分未満の遅刻に対するペナルティは廃止されました。）
134 ③ロゴ・・・ 男子・・袖ありおよび青で無しシャツの身ごろ・・ 女子・・袖あり及び袖なしシャツの・・

バッグ タオル その他の装備品及び道具類



140 １、ウィズドロー
ダブルエントリーの対象となるトーナメントであっても複数エントリーすることは可能だが、その場合は、選手はそれらの
トーナメントのうち最も早いウィズドロー締め切りまでに、出場するトーナメントを一つ決定し、それ以外のトーナメントから
ウィズドローしなければならない。締め切りを過ぎて複数大会のリストに名前が載っているプレーヤーが、複数大会のドローに名前が
載る前に1大会を残してほかの大会からウィズドローした場合、レイトウィズドローのペナルティを科せられるが、残された1大会へ
出場することは許される

154 別表：チーム対抗戦ポイント表
165 ３）・・加えて、隣のコートからボールが入ってきたときは、主審がレットをコールするまでプレーを

５）いずれかの選手にヘッズかテイルズか（フラワーかナンバーか）を尋ね、選手が選択後、コインを
投げ地面に落とす。トスの勝者が1つ選択をしたら、次に相手選手にも選択を確認する。

167 3、エンドチェンジとセットブレーク
・・・この間に観客コントロールのため、必要があればアナウンスをする。
a,お静かにお願いいたします。B,急いでご着席ください。 C,カメラ・携帯電話でのフラッシュ撮影は
ご遠慮ください。D,携帯電話は電源を切るかマナーモードに設定いただきますようお願い申し上げます

168 ７、ゲーム及びセット終了時のスコアのアナウンス例   ゲームA（選手名・チーム名またはダブルス2選手名）
７）ヒートルールONのとき、1セットオールになった場合、両選手に確認後、「ヒートルール基準を超えたため、
最終セット開始前に10分間の休憩を取ります。」
９）「OO選手が怪我・体調不良のためリタイアします。勝者00選手 5－7 5－0 リタイア」

169 レフェリーをコートに呼ぶ場合（悪質な違反で・・・）「ただいまレフェリーを呼んでいます」
169 手当が完了後・・・靴を履き終えたら「手当が完了しました」と相手選手に伝える。

 痙攣のためゲームの途中で手当てを受ける場合「00選手が痙攣のためメディカルトリートメントを申し出ました。
次のエンド交代時・セットブレークまでのすべてのポイントとゲームは相手選手へ与えられ、時間内で手当てが行われます。スコア」

170 ５、コレクション・・・「コレクション ボールワズ グッド リプレイザポイント」または
ポイント成立の場合は「コレクション ボール ワズ グッド スコア」

177 １６、審判員はATP,グランドスラムトーナメント、ITF,WTA,JTA及びほかの審判員とともに勤務する時は常に正直に行動しなければ
ならない。さらに審判員はⅰ）不正確な情報を提供したり、ⅱ）リクエストされた重要関連情報をうっかり忘れたり、あるいはⅲ）
故意に誤解をさせたり、または上記諸団体、そのスタッフまたは他の審判員を欺くような試みをしてはならない。


